
生涯自立に向けた
「健康寿命延伸」プログラム

【運 動】

ミズノとの連携協定による活動量測定

【食 事】

県立保健福祉大学との健康メニュー開発

【生きがい】

「歌の発表会」

「アートの発表会」

各ヴィンテージ・ヴィラの入居者が行ってい

るコーラスや絵画・陶芸などの文化活動にお

いて、平成27年から「県立音楽堂」や「県民

ホール」という大舞台での発表機会を設けて

います。

目標を持つことで「趣味」が「生きがい」へと

進化し、新たな創作意欲やチャレンジ精神

が生まれています。

約5,000人の高齢者を15年以上にわたり調査

研究してきた青栁幸利博士（東京都健康長寿

医療センター）の理論に基づき株式会社ミズノ

が開発した活動量計を導入し、入居者の歩数と

中強度運動時間を見える化。

「寝たきり」 「うつ病」 「認知症」予防に最適な

運動環境を整えていきます。

入居者がいつまでも健康で健やかな生活を

送れるよう、「食事・栄養・体力づくり」の分野を

中心にサポートしていくことを目的として、神奈

川県立保健福祉大学と連携協定を締結。

食事メニューの共同企画や「食」を通じた介

護予防セミナーなどを実施しています。


